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東京証券取引所 TOKYO PRO Market への上場目的の開示 

 

当社は、株式会社東京証券取引所 TOKYO PRO Marketへの上場にあたり、以下のとおり、

TOKYO PRO Market上場の目的並びに上場目的の実現に向けた追加情報をお知らせいたし

ます。 

 

記 

１. 上場の目的 

当社は、今後の事業拡大を見据え、知名度および信用力の向上を主な目的に TOKYO 

PRO Marketに上場致しました。上場による効果を活かして企業規模・業績拡大を目指

してまいります。 

 

２. 追加的な情報開示 

（１） 中長期的な成長目標・成長戦略 

「IT教育で人と社会に貢献する」を実現するために、IT教育を通じた社会価値の

創出を成長戦略の中核に据え、デジタル人材育成の拡大および ITエンジニア人口

の増加に継続的に取り組んでおります。クライアント企業の IT活用・DX推進を支

援することで、業務効率化や競争力強化を実現し、持続的な成長に貢献してまいり

ます。これらの事業活動を通じて社会的価値と経済的価値の両立を図り、中長期的

な企業価値向上を推進するとともに、2030年 12月期における売上高 100億円の達

成を目指してまいります。その他、具体的な施策につきましては、次の通りです。 

・深刻化する ITエンジニア不足を背景に需要が拡大している「ITソリューショ

ンサービス」の持続的な成長を実現するため、当社では引き続き積極的な採用

活動および体系的な教育・育成施策を推進してまいります。併せて、インセン

ティブプランの強化およびフォローアップ体制の充実を通じて、既存人材の

定着率向上および流出抑制に取り組み、人材基盤の安定化の他、持続的成長に

向けた営業基盤の強化を図ります。これらの施策を通じて、稼働人員の継続的

な拡大を実現し、年間 10％の増加を目標として事業成長の加速を目指してま

いります。 

・英国国立エセックス大学との提携によりコンピュータサイエンスおよび AIエ

ンジニアリングを専門とする専攻学科を開設し、若年層から専門性の高い IT
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教育機会の提供を実現することが出来ました。これにより、高度デジタル人材

の育成基盤を構築するとともに、グローバル水準の教育プログラムを通じた

実践的な学習環境の整備を推進しております。今後更に多くの ITエンジニア

を輩出するため「トランスナショナル教育サービス」に注力し、より多くの学

習機会を提供することで、IT エンジニア育成の一層の拡大および生徒数の増

加を図ってまいります。具体的には 2030 年 12 月期には生徒数 1,000 名を目

指してまいります。 

・需要が拡大している「セキュリティサービス」および「ゲーム企画・開発サー

ビス」領域に対応するため、当社では当該分野における専門人材の確保および

育成を強化し、事業基盤の拡充を進めてまいります。これにより、サービス提

供体制の高度化および対応領域の拡張を図り、関連領域への事業展開を加速

させることで、持続的な業績拡大を目指してまいります。 

 

これらの実現にあたり、TOKYO PRO Market上場による知名度および信用力の向

上を活用し、優秀な人材の確保ならびに採用力の強化を通じた人員拡大を推進し

てまいります。また、成長投資に必要な資金については、銀行借入等を含む多様な

資金調達手段を適切に活用し、財務基盤の強化と成長戦略の両立を図ります。さら

に、新規取引先の開拓を積極的に進めることで、事業機会の拡大および収益基盤の

強化につなげてまいります。 

 

（２） 一般市場上場に関する方針 

当社は現在、新規事業の推進を含む事業拡大に注力しており、成長基盤の強化を

図っております。このため、現時点において一般市場への上場時期は未定としてお

りますが、2030 年頃を目途に今後の方針を検討・決定してまいります。また、将

来的な一般市場への上場の可能性も踏まえ、TOKYO PRO Market において、内部管

理体制の一層の充実およびコーポレート・ガバナンス体制の強化に継続的に取り

組んでまいります。 

 

 

以 上 


